
【男子対校得点】　得点：男女とも1位6点～6位1点 【女子対校得点】

<男子> T決:タイムレース決勝
種目 R 順位 氏名(学年) 記録 (風) 備考

喜多　政天(2) 10”96 (-0.6)
小谷　祥吾(3) 11”36 (-1.5)
小西　玄起(3) 11”42 (+0.2)

決 2 喜多　政天(2) 11”12 (-3.2)
喜多　政天(2) 22”58 (-2.9)
近藤　佑哉(4) 22”71 (-1.5)
山根　雄(4) 23”39 (-1.3)

3 喜多　政天(2) 22”62 (-2.7)
6 近藤　佑哉(4) 22”88 (-2.7)
6 竹島　周平(4) 50”53
7 伊藤　智也(3) 51”06
8 高柳　正徳(3) 51”56
7 延命　勇実(2) 1’57”63 自己新　関カレB

山下　駿平(4) 2’00”04
木村　俊司(3) 2’01”14

4 藤田　竣也 (M1) 4’03”74
8 湯浅　賢(2) 4’14”33

郷原　一眞(2) DNS
2 平井　大誠(3) 15’34”94
8 松井　悠真(2) 15’58”03

井上　敬太(4) 16’27”57
3 藤原　雅志(M1) 15”49 (-2.3)
5 山口　大地(3) 16”25 (-2.3)
8 花崎　仁実(2) 18”10 (-2.3)
5 藤原　雅志(M1) 55”11
6 山口　大地(3) 55”71
8 小山　一志(4) 55”98

金丸　和嗣(4)
喜多　政天(2)
近藤　佑哉(4)
山根　雄(4)
伊藤　智也(3)
高柳　正徳(3)
小山　一志(4)
竹島　周平(4)

走高跳 決 1 小西　満(3) 1m90 大学ベスト　関カレB

4 木原　日向(4) 6m25 (-1.1)
6 西村　拓海(4) 5m97 (-1.9)
3 金澤　佳緯(3) 13m37 (+1.3)
4 長友　敬晃(3) 12m93 (+4.0)

木原　日向(4) DNS
1 太田　康介(4) 12m36 自己新　関カレA
5 西田　浩太朗(2) ７m49 自己新

上野　環太(M1) DNS
2 上野　環太(M1) 39m51
3 高畑　大地(2) 37m30 自己新　関カレA
5 太田　康介(4) 32m46

太田　康介(4) 48m58 
西田　浩太朗(2) 25m64 自己新

<男子対校得点>　

◇　第84回兵庫学生陸上競技対校選手権大会　◇
2018年4月3日　於:ベイコム陸上競技場
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男子総合2位の賞状を受け取った近藤主将 

男子砲丸投自己新で優勝の大田(4) 

男子走高跳自己タイで優勝の小西(3) 

男子4×100mRで3位入賞の 

近藤(4)金丸(4)山根(4)喜多(2) 

＜近藤主将コメント＞ 

今年の兵庫インカレは、記録を狙うという目標のもとに挑みました。風が強く良いコンディションとは言えない状況でし

たが、多くのメンバーがベストを更新できました。またベストを更新できなかったメンバーも刺激をもらえたと思います。

チームとして良い流れが来ているので、関西インカレに向けてさらに記録を更新し目標を達成できるように努力してい

きます。 

1 園田学園女子大 85.5
2 武庫川女子大 77.5
3 甲南大 46
4 神戸大 30
5 関西学院大 26

1 関西学院大 118
2 神戸大 40
3 兵庫県立大 31
4 甲南大 24
5 神戸医療福祉大 5

1位 2位 3位 4位 5位
関学大 神戸大 兵県立大 甲南大 神医福大

118 40 31 24 5

1位 2位 3位 4位 5位
園田女大 武庫女大 甲南大 神戸大 関学大

85.5 77.5 46 30 26
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<女子>
種目 R 順位 氏名(学年) 記録 (風) 備考

末廣　真子(4) 13”29 (-1.6)
岩倉　美晴(2) 14”26 (-1.6)
佐長　亜彩(2) 63”87
荻野　今日子(2) 66”16

5 宮崎　安奈(3) 2’25”45
園田　那織(2) DNS

1 仲野　由佳梨(2) 4’46”45 大学ベスト
5 甲斐　麻華(3) 5’03”08
6 佐々木　真子(4) 5’05”88

5000m 仲野　由佳梨(2) DNS
400mH 宮﨑　奏菜(2) DNS

末廣　真子(4)
武村　明香(3)
岩倉　美晴(2)
日高　水樹(3)
荻野　今日子(2)
佐長　亜彩(2)
宮嵜　奏菜(2)
野口　ひかり(3)

走高跳 決 1 日高　水樹(3) 1m69
2 武村　明香(3) 5m85 (+2.5)
8 末廣　真子(4) 5m48 (+1.8)

岩倉　美晴(2) 4m99 (+0.1)
★学内新　自己新　
日本選手権A

8 岩倉　美晴(2) 10m75 (+3.0)

　　・4月19日(木)　　 ロードの部　於:ヤンマーフィールド長居付設コース
　　・5月10日(木)　　 T＆Fの部　於:京都市西京極総合運動公園陸上競技場

～5月13日(日)　
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第95回関西インカレ

1 武村　明香(3) ★12m61 (+1.4)
三段跳 決

女子三段跳で優勝し 

日本選手権A標準を突破した武村(3) 

女子走高跳で優勝の日高(3) 

女子1500mで優勝の仲野(2) 
1 園田学園女子大 85.5
2 武庫川女子大 77.5
3 甲南大 46
4 神戸大 30
5 関西学院大 26

＜末廣女子主将コメント＞ 

女子は今年から兵庫インカレが対校戦となりました。女子に関して

は兵庫には強豪校が多く、関西インカレとあまり変わらないレベルで

の大会でした。 

今年は例年通り風が強く、トラック種目はなかなか記録が出にくい状

況でしたが、それでも冬季でやってきた成果が見える選手が数多く

いました。このまま部としては関西インカレへ向かって行きますが、

あと1ヶ月という期間を無駄にしないよう、部員一人一人がこの時間

をどう使い、どう部に貢献できるか考えながら過ごしていきます。関

西インカレでも部員一同精一杯挑んで参りますので、ご声援よろしく

お願いいたします！ 

ご声援よろしくお願いいたします！ 

兵庫インカレから2018年の対校戦が始まりました。初夏のように暖かい気候でしたが、風を味方に

つけることはできず、向かい風が激しい中での試合となりました。その中でも特にフィールド種目で

自己新、関カレ標準の突破など好記録も多く生まれました。標準の締め切りまで日数も残っていま

せん。より多くの選手が関西インカレに出場するため、標準記録突破を目指してまいります。 

上記の日程で開催される関西インカレでも多くの選手が活躍できるよう日々精進してまいります。

現幹部の集大成となりますので、OB・OGの皆様、ご声援よろしくお願いいたします。 

1 関西学院大 118
2 神戸大 40
3 兵庫県立大 31
4 甲南大 24
5 神戸医療福祉大 5
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